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教員挨拶 前田 順子
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教えられ助けられました。そんな卒業生の皆さんが今
歯科医療の現場を支えてくれていると思うと頼もしい
思いでいっぱいです。
　２８年の間には色々な出来事がありましたが、なか
でもコロナ禍は大変でした。４月の新学期早々の休校
や臨地・臨床実習の中止を余儀なくされ、歯科衛生
教育はどうなってしまうのかと不安でした。しかし、学
校再開とともにリモートや人数制限をした講義に足を
運んでいただいた講師の先生方、臨床実習をお引き受
けいただいた歯科医院の指導者様のお力で、講義・
実習ともに無事終えることが出来ました。今でも本当
に感謝しています。
　三河歯科衛生専門学校は今年で２９年目に入りま
す。その年月は、人間でいえば新生児が成熟した大人
になるという時の流れです。愛知県に７校目に誕生し
た三河歯科衛生専門学校も、地域に愛される伝統校
となりつつあることを嬉しく思います。
　最後になりましたが、在職中お世話になりました皆
様方に心よりお礼申し上げます。三河歯科衛生専門学
校と校友会の益々のご発展を祈念いたしまして、退職
の挨拶とさせていただきます。

　校友会の皆様には益々ご健勝にてご活躍のこととお
慶び申し上げます。
　私は今年３月末をもちまして、三河歯科衛生専門学
校を退職いたしました。学校設立の際に採用していた
だき、教員としては平成１０年から２７年間お世話に
なりました。その間に、１０００名を超える卒業生の
皆様の歯科衛生士教育に携わることが出来て本当に幸
せでした。
　入職当時は全く余裕が無く、毎年夏休みに歯科衛
生士専任教員講習を受講しながら早く頼られる存在に
なりたい、きちんとした教育ができるようになりたいと、
日々を必死で過ごしたのが思い出されます。校長先生
や校長補佐の先生、教頭先生、教務主任や教務の先
生方に教えられ助けていただき、新しい学校を創って
いくことに全員が一丸となってあたっていました。ノー
ト型のパソコンなどまだ手に入らず、授業はワープロで
ノートを作成し、今のようなパワーポイントを使うので
はなく黒板にひたすら書くといった方法でした。時間
がいくらあっても足りなかったことを覚えています。
　未熟な私は学生の皆さんにたくさん迷惑をかけたと
思いますが、そんな中でも優しい声をかけてくれたり、
さりげなく力を貸してくれたりと、学生の皆さんからも

教員挨拶 最上 有沙

が少しずつ自分なりの教え方や関わり方を見つけよう
としています。
　学生ひとりひとりに寄り添い、温かく導いておられる
先生方の姿は私の目指したい教員像です。そんな先生
方に少しでも近づけるよう、努力を重ねていきたいと思
います。 
　臨床現場では約９年、歯科衛生士として多くの経験
を積ませていただきました。その中で感じたやりがいや、
患者さんひとりひとりと向き合う大切さなど、現場で得
た学びを後輩でもある学生たちに少しでも伝えていけ
たらと思っています。 
　今はまだ右も左も分からず、手探りの日々ですが『千
里の道も一歩から』と言われるように、足元をしっか
り見て一歩一歩、確実に成長しながら母校のため、学
生たちのために自分ができることを精一杯やっていきた
いと思います。 これからどうぞよろしくお願いします。

　校友会の皆さん、こんにちは。 
　このたび、ご縁があり４月から母校である三河歯科
衛生専門学校に教員として勤めさせていただくことにな
りました。卒業生として、こうしてまたこの場所に戻っ
てこられたことをとても嬉しく思うのと同時に、ふと、
気を抜くとまるで学生に戻ったかのような錯覚に陥る
瞬間もあり、懐かしさと不思議さが入り混じった日々を
過ごしています。 
　勤め始め早くも２ヶ月が経ちましたが、まだまだ慣れ
ないことばかりで毎日が学びの連続です。現在、診療
補助の教科を担当させていただいていますが “教える”
ことが想像を遥かに超え、難しく、学生たちにどのよう
に伝えたらより多く理解してもらえるのか、日々試行錯
誤しています。 
　そんな中、頼りになる先輩方にたくさん助けていた
だきながら、かたつむりのようなスピードではあります
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前年度繰越金
26回生校友会費（36名×8,000円）
利息
外注費
手数料
事業費
交通費
通信費
会議費

2,116,951
288,000
1006

2,405,957

96,525
1,430
22,800
66,000

0
1,395

188,150

会報作成、樹木剪定
振込手数料等
卒業式等花束代
会議・打ち合わせ
ハガキ・切手
お茶

2,217,807

内  訳 収  入 支  出 次年度繰越

計
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　在学中は、仲間と励まし合いながら勉強に取り組ん
だ日々が印象に残っており、その経験が今の同期との
協力につながっていると感じております。
　現場では不安もありますが、患者さまに安心を届け
られる衛生士を目指して、今後も努力してまいります。
どうぞご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。

　今年度より新役員を務めさせていただきます、26
回生の磯貝優希と申します。
　現在は歯科医院にて歯科衛生士として勤務しており
ます。外科など幅広い分野を扱う職場で戸惑うことも
多いですが、学校で学んだ基礎が大きな支えとなって
おり、丁寧にご指導くださった先生方に心より感謝申
し上げます。

新役員挨拶 磯貝 優希

います。こうして夢である歯科衛生士として働けている
のは、三河歯科衛生専門学校の仲間や先生方、校友
会の皆様のお力添えのおかげです。校友会役員として
学校の活動に関われることを嬉しく思っております。
今後ともよろしくお願い致します。

　今年度より三河歯科衛生専門学校の新役員を務め
させて頂きます、26 回生の稲垣春菜と申します。歯
科衛生士 1 年目としてまだ未熟ではありますが、患者
様の健康を支える責任を自覚し、常に学ぶ姿勢を忘
れず日々過ごしております。これからも患者様に寄り
添い、信頼される歯科衛生士を目指して努めたいと思

新役員挨拶 稲垣 春菜

　離職後は職業訓練でウェブデザイナー養成科に通
い、ウェブデザイン系への就職も目指しましたが、残
念ながらご縁がなく、現在は地元の水道会社で事務と
して働き始めました。全く異業種で不安もありますが、
臨床で培ったコミュニケーション力を活かし、前向きに
取り組んでいます。それでも歯科から完全に離れるつ
もりはなく、スタディグループで学び続け、現場復帰に
備えています。傷が治ったらまた衛生士に戻るつもりで
す。それまでは地元インフラを全力で支えます！
　さて、来年で MDHC は３０周年を迎えます。それ
に伴い、校友会で３０周年記念パーティーを企画中で
す。今回は出席確認のハガキは廃止し、校友会役員か
ら二次元コードでの招待を予定していますのでご了承
ください。

　ウィステリアをご覧のみなさま、こんにちは。15 回
生の山本（旧姓杉江）みさきです。私は卒業後、フル
タイムで約 11 年間、臨床に携わってきました。休職
することもなくよく頑張ったなと、今振り返っています。
今回こちらの原稿を書かせていただいたのは、衛生士
としてではない新たな道を歩み始めたからです。少しご
紹介できればと思います。
　きっかけは、手荒れの悪化でした。皮膚科で塗り薬
や飲み薬、ステロイドまで試し、食事の改善もしまし
たが、再発を繰り返しました。掻きむしりでできた傷
は治りかけに裂け、裂傷に。そんな状態でグローブを
着け続けること、感染リスクを考え、一度臨床を離れ
る決意をしました。仕事は大好きで辞めるつもりはあ
りませんでしたが、自分を守る選択ができたのは、医
療人らしいとも思っています。

役員近況報告 山本 みさき
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三河歯科衛生専門学校校友会運営に関する
個人情報取り扱いについて 歯科衛生士会からのお知らせ

個人情報の利用目的

委託に関する事項

三河歯科衛生専門学校ならびに三河歯科衛生専門学校校
友会（以下、母校ならびに校友会）は、母校が保有する卒業
生の個人情報のうち、学籍番号、氏名、住所、電話番号、性
別、生年月日、卒業年月、入学年度、指導教員について共同
して保有し、校友会会員各位の個人情報を以下の業務を遂
行するために利用いたします。

なお、母校と共同して保有する個人情報のうち、校友会員各
位から申し出をいただいた個人情報の追加、変更、訂正につ
いては、その内容についても母校と共同して保有し、校友会
員各位の個人情報について、できる限り正確かつ最新の内
容に保つよう管理いたします。母校ならびに校友会が取得し
た個人情報の利用は、前掲の業務の範囲内に限るものとし、
その目的以外の用途には利用いたしません。

母校ならびに校友会は、業務の遂行上、業務の全部又は一
部を委託する場合、個人情報の守秘義務の管理、監督を含
む契約を結ぶことにより、個人情報の安全管理措置を遵守
して利用いたします。

開示に関する事項
母校ならびに校友会は、校友会員各位の個人情報をできう
る限り正確かつ最新の内容に保つよう管理いたします。本人
から開示要求の申し出があったときは、母校ならびに校友
会が共同で保有する個人情報の開示を行います。また、内容
が正確でないなどの申し出があったときは、その内容を確認
し、必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用の
停止を行います。

開示受付窓口
個人情報の開示は、校友会事務室で受け付けます。開示に
は、時間がかかる場合があります。個人情報の開示には、手
数料がかかり、その内容によっては、実費を請求する場合が
あります。

入会連絡先

校友会運営に関する個人情報取り扱い窓口
三河歯科衛生専門学校　校友会事務室
〒444-0005　岡崎市岡町原山12-130

●校友会だより『Wisteria』の送付
●校友会員に対するアンケート調査の実施
●校友会事務室もしくは母校からの事務連絡および
　各種文書の送付
●校友会事務室もしくは母校が主催する行事の事務連絡
　および各種文書の送付
●校友会員名簿の作成
●その他、校友会員に関する業務

参加できます
●研修会・研究会・学術大会
●公衆衛生事業など

1

2

3

届きます
●日衛だより・愛衛だより
●学術雑誌・支部だより

助け合い制度があります
●災害・入院時に見舞金の給付
●就業中の事故に対する保険制度

　日本歯科衛生士会とは、歯科衛生士の職業を代表する職
業団体です。歯科衛生士の社会的発展や技術の向上を目指
すものを目的に、全国の会員連携のもと広い視野をもった
活動で歯科衛生士会全体を支えます。
　たとえば、平成元年に歯科衛生士の免許が厚生労働大臣
の免許となり歯科保健指導が業務に追加された歯科衛生
士法改正では、会の働きかけが身を結んだものです。
　日本歯科衛生士会の下部組織に都道府県歯科衛生士会
があり、ここ愛知では愛知県歯科衛生士会（会員数約１００
０名）となります。
会に入会すると、様々なメリットがあります。

その他にも、愛知県独自の公衆衛生活動事業や地域に密着
した個性的な活動もあり、新しい出会いや豊かな人間関係
が広がる場となっています。

愛知県歯科衛生士会

tel.（052）953-5905

三河歯科衛生専門学校  校友会事務局
〒444-0005　岡崎市岡町原山12-130
Tel.0564-48-6680　Fax.0564-48-6995

校友会からのお願い

ご結婚されて住所・氏名を変更された方はお知らせく
ださい。ご協力をお願いいたします。

●住所・氏名変更届けの依頼

●変更の届け出について


